
第63回結核予防全国大会開催

大会式典にておことばを述べられる秋篠宮妃殿下

「
第
六
十
三
回
結
核
予
防
全
国
大
会
」
お
こ
と
ば

平
成
二
十
四
年
二
月
十
四
日
（
大
阪
府
）

平成24年2月14日、リーガロイヤルホテル（大
阪市）において秋篠宮妃殿下のご臨席を仰ぎ、
第63回結核予防全国大会が開催されました。
また、同大会で秩父宮妃記念結核予防功労賞表
彰式が行われ、本協議会からも事業功労賞（団体）
に社団法人大阪エイフボランタリーネットワーク
が受賞し、妃殿下より表彰状が授与されました。
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　「
第
六
十
三
回
結
核
予
防
全
国
大
会
」
が
こ
こ
大
阪
府
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
皆
さ
ま
に

お
会
い
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
本
日
の
大
会
に
お
き
ま
し
て
、
永
年
に
わ
た
っ
て
大
き
な
貢
献
を
さ
れ
、「
第
十
五
回

秩
父
宮
妃
記
念
結
核
予
防
功
労
賞
」
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者
を
は
じ
め
、
結
核
の
予
防
や
対
策
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ

ま
し
た
多
く
の
方
々
の
ご
努
力
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。
皆
さ
ま
が
、
今
後
ま
す
ま
す

ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
わ
が
国
の
結
核
事
情
を
見
ま
す
と
、
結
核
罹
患
率
は
着
実
に
低
下
し
、
低
ま
ん
延
国
へ
の
歩
み

を
強
め
て
お
り
ま
す
が
、
未
だ
に
年
間
約
二
万
三
千
人
が
新
た
に
結
核
を
発
症
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、そ
の
半
数
以
上
が
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
、若
い
年
齢
層
に
お
け
る
外
国
人

の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
大
都
市
に
お
け
る
結
核
罹
患
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
複
雑
で
多
様
な
課
題
を
抱
え
る
中
、
こ
れ
か
ら
の
結
核
対
策
を
更
に
着
実
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
医
療
従
事
者
も
含
め
多
く
の
人
々
へ
、
結
核
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
広
め
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

　
本
式
典
後
に
は
、
大
阪
に
お
け
る
結
核
の
状
況
な
ど
を
ふ
ま
え
、
健
康
に
関
し
て
、
ま
た
、

結
核
対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
講
演
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

結
核
に
つ
い
て
の
理
解
が
よ
り
一
層
深
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
、
来
月
で
一
年
を
迎
え
ま
す
。
被
災
地
で
は
、
今
後
も
様
々
な

支
援
が
必
要
と
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
結
核
予
防
会
も
他
の
医
療
機
関
等
と
協
力
し
て
被
災
地
域

に
お
け
る
健
康
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
現
在
は
、
被
災
県
の
保
健
所
と
連
携
し
て

結
核
発
生
状
況
の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
福
島
県
に
つ
い
て
は
、
県
立
医
科
大
学
と

協
力
し
て
県
の
内
外
へ
の
避
難
者
の
健
康
管
理
調
査
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
意
義
深
い
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
こ
と
を
、
大
変
心
強
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
本
日
、
参
加
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
が
、
大
会
で
得
ら
れ
ま
し
た
成
果
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

お
け
る
活
動
に
十
分
活
か
さ
れ
、
広
く
人
々
の
健
康
な
生
活
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
た
め
に
、

よ
り
一
層
力
を
尽
く
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
式
典
に
寄
せ
る
言
葉
と
致
し
ま
す
。
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面からのご支援があったからこそで
ございます。
ここに改めて関係者の皆様方に、
心からお礼を申し上げます。
この受賞を機に、大阪エイフボラ

ンタリーネットワーク会員が一丸と
なって、全国で最も結核事情が悪い
大阪から「結核のない街おおさか」
を目標に、より一層予防啓発活動に
励んで参りたいと、決意を新たにい
たしました。
末尾になりましたが、全国結核予

防婦人団体連絡協議会の皆々様の
ご活躍と、ご発展を心からお祈り申
しあげます。

昨年、東日本大
震災により被災さ
れた方々に謹んで
お見舞い申し上げ
ますとともに、1日
も早い復興を心か

らお祈りいたします。
さて、第63回結核予防全国大会
は、結核予防会総裁秋篠宮妃殿下
ご臨席の下、2月14日大阪市内で開
催されました。
大会式典は、大阪府支部長の開
会のことばに始まり、知事・市長の
挨拶と続き、秋篠宮妃殿下から大阪

平 成 24 年 2月
14日秋篠宮妃殿
下ご臨席の下、第
63回結核予防全
国大会が大阪市
で開催され、全国

から多数のご参加を得て、盛大に開
催されました。この大会は従前2日
間の日程で行われておりましたが、
今回は1日での開催となりました。
私は、大会開催地の婦人団体と

して、数々の大役を仰せつかり、至
らぬ点が多々あったことと存じます
が、皆様方のご協力により、無事大
任を果たさせていただきました。
さて、この大会で私たち「大阪エ
イフボランタリーネットワーク」は、
第15回秩父宮妃記念結核予防事業
功労賞（団体）の栄誉を賜り、心か
ら感謝申し上げます。
秩父宮妃殿下には、昭和36年4月

に私たちの「第7回大阪衛婦大会」
にご臨席いただいて以来、昭和58
年の「第30回衛婦大会」までの間、
節目の大会には必ずご臨席をいた
だき、その都度、温かい励ましのお
言葉を賜った懐かしい思い出がござ
いますので、このたびの受賞には、
殊のほか感慨深いものがございま	
した。
また、今年の3月の「第58回大阪
エイフボランタリーネットワーク大
会」では、多くのご来賓の皆様から
受賞を祝していただき、大変嬉しい
思いをいたしました。
このたびの受賞理由は、長年に亘
る結核予防活動に対する功績でご
ざいますが、今日まで活動を継続実
施できたのも、結核予防会大阪府支
部様や賛助会員の皆様方の物心両

開催の意義と更なる運動推進を含む
おことばを賜りました。
この式典の中で、大阪エイフボラ

ンタリーネットワークは、結核予防
事業功労賞（団体）を受賞いたしま
した。会にとって望外の喜びでござ
います。
式典後のアトラクションは、大阪
府最北端の能勢町で約200年前から
伝承されてきた「素浄瑠璃」に、人
形・囃子を加えた「能勢三番叟」が
上演されました。このような浄瑠璃
が、大阪の山村で伝承されているこ
とに、驚かれた方も多かったことと
思います。
次のシンポジウムでは、1人目は

テレビ等で活躍されている大平サブ
ロー様から、ご自分の健康管理につ
いてのお話を中心にご講演いただ
き、2人目は元WHO結核対策部長
として「DOTS」戦略を提唱し、世
界の結核状況の改善に多大の貢献
をされました古知新医学博士から、
結核対策についてご講演いただきま
した。
皆様方ご承知のとおり、当地大

阪の結核事情は極めて厳しく、全国
ワースト1が長年続いています。大
阪には「あいりん地区」がある等、

アトラクション

古知新 氏大平サブロー 氏

第15回秩父宮妃記念結核
予防事業功労賞（団体部門）
受賞

第63回結核予防全国大会
を終えて

社団法人大阪エイフボランタリーネットワーク
会長　上ノ山　幸子

社団法人大阪エイフボランタリーネットワーク
副会長　金谷　美津子
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り、強力な禁煙運動や受動喫煙防止
対策を推進し、COPD（慢性閉塞性
肺疾患）や肺がんなどの呼吸器疾
患対策に努める必要があります。
そして、生活習慣病対策としては、
特定健診・特定保健指導が重要な
役割を担っており、地域において積
極的な取り組みが展開され、円滑な
実施にむけて見直しが行われている
ところです。
我々は、国内の結核対策や国際協
力を強力に進めていくとともに、呼
吸器疾患対策や生活習慣病対策等
の事業をも推し進めるほか、東日本
大震災被災地への健康支援を継続
して実施します。
よって、今大会において検討の結
果、次の通り決議します。

1.	我々は、平成27年における結核
罹患率を15に低下させるため、
次の対策に取り組みます。
①�　国、地方公共団体、結核予
防会及び結核予防会各都道府
県支部等においては、結核に
関する知識を国民に正しく伝
え、結核の予防とまん延防止に
努めるとともに、結核の治療に
関する知識や技術を医療関係
者に普及すること。
②�　国、地方公共団体及び結核
予防会は、結核研究をより一層
推進し、新診断技術や新抗結
核薬の開発とその早期導入を
進めるとともに、結核対策のた
めの人材育成を図ること。

も掲げられ、今後5年間の結核対策
の方向性が示されました。この予防
指針に基づいて、各都道府県にお
いても結核予防計画の見直しが行わ
れ、結核制圧へのさらなる一歩が踏
み出されたところです。
平成22年度診療報酬改定で一定

の改善が図られましたが、結核医療
や看護が多様化、複雑化しており、
総合的で高度な医療体制が必要で
あるにもかかわらず、他の疾病に
比べ診療報酬評価が低く診療内容
と診療報酬とのバランスを崩して不
採算部門に陥っている状況をふまえ
て、より適正な評価が行われる必要
があります。
さらに、患者数の減少と在院期間
の短縮化による必要病床数の減少、
高齢化に伴う合併症を持った結核
患者の増加等に対しては、地域特
性をふまえた患者中心の医療の確立
を目指して、必要病床数の確保、病
棟単位から病床単位への転換、地
域医療の連携体制の強化、医療の
質の確保等を推し進める必要があり
ます。
一方、感染診断法、遺伝子技術

を応用した種々の結核菌の検査、治
療薬の開発など様々な技術革新も
進められており、その応用による成
果が期待されます。
結核の発病や悪化に喫煙や糖尿

病、悪性腫瘍などが関与しており、
生活習慣病の予防が結核予防につ
ながることが再認識されています。
そこで、国や民間団体の活動によ

平成22年には、23,261人の新規
結核患者が発生しており、人口10
万対罹患率は18.2で、我が国は依
然として結核中まん延国です。こう
した中で関係者の真摯な努力によっ
て結核低まん延国化に向けた着実な
歩みが進められていますが、高齢者
や社会経済的弱者・高まん延国から
の新入国者などのハイリスク集団へ
の偏在や多剤耐性結核などの課題
があります。
特に、ホームレスや、日雇い労働
者などの結核のハイリスク層、発症
すると二次感染を生じやすい職業
に就いているディンジャー層などが
多い大都市の結核問題は解決して
おらず、医療機関とも連携し地域に	
密着した対策の強化が求められてい
ます。
世界に目を向けると、世界保健機

関（WHO）の報告によると2010年
の新規結核患者は推定880万人、死
亡者数は140万人で、世界的に結核
は依然として大きな社会問題で、特
に開発途上国では、他の健康問題と
並んで深刻な事態にあります。しか
し、結核菌の迅速診断法や新しい
抗結核薬が開発され、また患者の早
期発見のための胸部X線検査が再
評価されつつあり、我が国からの技
術協力による貢献がさらに必要とさ
れています。
昨年4月には、「結核に関する特
定感染症予防指針」が改訂され、
平成27年までに人口10万対罹患率
を15以下とするなどの具体的目標

特殊な事情もありますが、依然とし
て高齢者層の新規患者が多く発見
され、また若者の間でも集団感染が
起こっています。
このため、大阪府では今年度から
3年間、重点的に結核対策を実施し

ています。大阪エイフにおきまして
も、全国大会での受賞を機に、結核
予防運動・複十字シール運動のみな
らず、COPD・生活習慣病予防運動
等、これまで以上に取り組みを強化
して参ります。

結びに、本大会が成功裡に終え
られましたのも、全国からご参加
いただきました皆さま方のお陰であ
り、心から厚くお礼申し上げます。
本当にありがとうございました。

第63回結核予防全国大会　決 議
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③�　国及び地方公共団体は、大
都市における生活不安定者等
の結核問題の解決のために、
広報、啓発活動の強化、最適
な医療提供環境の整備を行う
こと。さらに、生活支援、服薬
支援などを一元的に行い、社
会経済的弱者の健康問題に総
合的に取り組むこと。

2.	我々は、適切な結核医療の提供
のために、必要な結核病床の確
保、医療機関の連携体制の強化
および結核の診療報酬体系の是
正を要望します。
①�　結核の専門病院は必要な病
床数を維持するとともに、結核
高度専門病院は他の医療機関
への技術指導を行い、地域医
療ネットワークの強化の支援を
行うこと。
②�　国及び地方公共団体は、合
併症を有する結核患者の最適
な治療を提供できるよう、地域
医療連携体制の強化に取り組
むこと。
③�　国及び地方公共団体は、結
核の診療報酬評価の是正に継
続して取り組むこと。

3.	我々は、結核の国際協力として以
下のことに努めます。
①�　国は、「ストップ結核ジャパ
ンアクションプラン」に基づい
て、必要な財源を確保して施
策を推進するとともに、結核対
策を含む保健分野に知見を有
する関係団体の主体的活動を
支援すること。
②�　国は、見直しを進めている「ス
トップ結核ジャパンアクション
プラン」により「官民が連携し
て、世界の年間結核死者数の1
割を救済すること」を念頭に置
き、世界、特にアジア及びアフ
リカにおける結核対策を支援す
ること。
③�　我々は、結核予防の普及啓
発や国際協力の貴重な財源と
なる複十字シール運動を盛り上
げるため、関係者・団体への働
きかけに努めること。

4.	我々は、肺がんやCOPD等の呼
吸器疾患対策として以下のことに
努めます。
①�　「呼吸の日」（5月9日）・「肺
の日」（8月1日）行事をはじめ、
国民に対する普及啓発に努め

ること。
②�　生活習慣病対策の柱の一つ
としてCOPD予防を位置付け、
調査・研究を支援するとともに
肺機能検査等を健診の必須項
目に加え、その予防と早期治療
に努めること。

5.	我々は、特定健診・特定保健指
導対策として以下のことに努めま
す。
①�　特定健診・特定保健指導に
ついては、生活習慣病予防に
おける指針のもと円滑な実施に
努めること。
②�　特定健診・特定保健指導の
推進を国民運動にしていくた
め、関係者と連携し、スマート
ライフプロジェクトなどの普及
啓発活動を支援すること。

以上5項目の実現に向けて一層努
力するものとします。
以上決議します。
� 平成24年2月14日
� 第63回結核予防全国大会

日本の平成22年における結核罹
患率は10万対18.2で、低まん延国
化に向けて歩みを進めています。し
かしながら、我が国の結核を取り巻
く状況は、合併症を伴う高齢患者の
増加、大都市への集中化、外国人
の患者割合の増加など、複雑化し
質的な変化を呈しています。
国内においては、科学的で実効性
のある結核対策の充実に努めるとと
もに、地域特性をふまえた患者中心
の結核医療提供体制の確立及び結
核医療に対する診療報酬の適正化
に引き続き取り組み、東日本大震災

一丸となって努力します。
以上宣言します。

平成24年2月14日
第63回結核予防全国大会

被災地への健康支援実施を継続し
ます。
世界に向けては、ストップ結核

ジャパンアクションプランを確実に
実施し、結核の制圧へ向け総力を
挙げて取り組みます。
さらに、特定健診・特定保健指
導の推進、禁煙運動や受動喫煙防
止対策の推進による肺がん、慢性閉
塞性肺疾患（COPD）をはじめとす
る呼吸器疾患及び生活習慣病対策
をすすめ、国民に対する正しい知識
の普及啓発に努め、世界の人々が
健康で明るい生涯を送れるよう組織

第63回結核予防全国大会　宣 言
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公益社団法人として新たなスタート

この度、平成24
年3月1日付けで
新しく公益社団法
人として認定を得
て、心新たに第
一歩を踏み出す

ことになりました。その間、関係各
位には一方ならぬご指導ご支援をい
ただき深く感謝し厚くお礼申し上げ	
ます。
顧みますと、私達結核予防婦人

会は、昭和52年発足以来、結核を
なくそう“地域から全国へ更に世界
へ”を合言葉に、会員皆様方とのネッ
トワークを軸に地道な実践活動を展
開して参りました。その方向性は40
年を経た今日でも不動です。しかし、
現在我が国の結核をとりまく状況を
みますと、今も1日に約60名の患者
が罹患し中には命を落としている人
もあります。とりわけアジアでは、
重要な感染症で地域全体では毎日
5000人近くが結核で亡くなっておら
れるとのことです。こうした中、私
達が活動の一環として行っている複
十字シール運動の益金が結核の根
絶に向けて大きく貢献していること
が海外で高く評価されていることを
共有し、減少傾向にある複十字シー
ル運動の普及啓発を更に拡大する
ため、ご協力お願いいたします。
今、日本は政治的にも社会的にも

革命の時を迎えています。なかでも
人口減少と少子高齢化は世界のど
の国も経験したことのないスピード
と規模で進んでいます。持続可能
な社会保障と税制など改革は遅々と
して進まず、多くの人が老後の不安

をぬぐいきれずにおられます。こう
した時代だからこそ行政まかせでは
なく、私達は自らの健康への意識を
より高め生活習慣病の改善をはかる
等、予防医学の必要性を心がけるこ
とが大切かと思います。
健康は自分自身のものであると同

時に社会全体の共有財産であり、健
康長寿を実現するため「自分の健
康は自分で管理する国民運動」を更
に強固なものにしなければなりませ
ん。新たな公益社団法人のスタート
にあたり、結核予防婦人会員である
ことに誇りを持ち、確実な一歩を踏
み出すことができますよう、尚一層
のご支援をお願い申し上げます。

全国結核予防
婦人団体連絡協
議会（以下略して
結核予防婦人会）
は平成24年3月1
日付をもって、公

益社団法人として再出発しました。
公益法人の認可にあたっては、その
ための準備をされた人々のご苦労は
大変なものであったと思いますが、
この度の認可は、結核予防婦人会の
すべての皆様の日頃の結核対策事
業に対する熱意と貢献がもとになっ
ているのは申すまでもありません。
新しい公益社団法人の発足を心

からお祝い申し上げますとともに、
今後の益々の発展を期待いたしま
す。

結核予防会は、一足先に平成22
年7月に公益財団法人として認可さ
れ発足していますが、今後は結核予
防会と結核予防婦人会は共に公益
法人として、足並みを揃えて社会に
貢献する基盤が整備されたわけで
あります。
さて、「公益法人」の「公益」と
はいかなる意味を持っているので
しょうか。本来「公」（おおやけ）
つまり国や自治体が果たすべき事柄
を「民間」がその役割の全部あるい
は一部を責任もって遂行することで
あると考えます。そのために、税制
など若干の優遇措置がとられてはい
ますが「公益法人」ゆえの責務も自
覚しなければなりません。そうした
意味で結核予防会や結核予防婦人
会が今まで果たした仕事を考慮す
れば、公益法人として認可されたの
は極めて自然なことであると思いま
す。大切なことは更に将来に向かっ
ても「公益性」を志向して維持する
存在であることであります。
結核予防婦人会の目標は「結核の

ない世界」の実現であり、そのため
には、①国民の結核及び生活習慣病
予防②健康増進のための教育活動
③複十字シール運動など公衆衛生
面での向上をめざすことなどを掲げ
ていますが、これは結核予防会の活
動方針と基本的に方向性が合致して
おり、大変心強く有難く思っていま
す。新しく発足した公益社団法人の
順調な発展を祈るとともに、皆さん
と共に「結核のない世界」の実現の
ため頑張りたいと思っています。

公益社団法人 全国結核予防婦人団体連絡協議会
会長　中畔　都舍子

公益社団法人発足に向けて

公益財団法人結核予防会
理事長　長田　功
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結核予防婦人
会の活動は、終
戦後の苦しい時代
の中で、平和と共
に健康第一として
進められてきまし

た。貧しくても「食」や「生活改善」
の問題があり、「健康」の問題では、
特に結核の課題がありました。
昭和25年に長野県内の小学校で
集団感染が発生したのがきっかけと
なり、予防婦人会の組織ができまし
た。その後、昭和32年には、結核
予防婦人会長野県連合会が発足し、
活発な活動が進められました。
国民病と恐れられた結核が蔓延

している中で、「結核予防は婦人の
手で」をスローガンに、全国的にも
撲滅のための組織が立ち上がり、社
団法人結核予防婦人団体連絡協議
会が昭和52年5月17日に厚生大臣
から認可を受けました。
結核予防婦人会が産声を上げて

から全国的に患者の減少は順調に
進んでおりましたが、先進国の中で
は今もって中蔓延国と言われる状
況を脱していません。「結核0の日」
を目指す予防婦人会の役割は終わり
ません。
さて、国から公益法人制度改革
の通達があり、平成25年度には新
しい法人としてスタートするように
とのことでした。一般社団法人にす
るか、公益社団法人にするかの選択
をどうするか、全国結核予防婦人団
体連絡協議会も、決定する前の調
査検討は大変でした。東京都千代
田区の結核予防会に集まっては勉強
し、話し合いました。また、事務局は、
所轄の行政機関や結核予防会の指
導を受け、研究しました。
一般社団と公益社団のどちらにす

るか、「公益」は文字通り国家又は
社会公共の利益になる事業をすると
いう任務を遂行する責任と義務があ
るのです。
私たちは、公益財団法人結核予

防会と連携し、広く国民の健康の増
進を進める活動の円滑化と成果のた
めに、公益社団法人とすることに決
定いたしました。
公益社団法人として新たにスター

トするにあたり、今まで以上に、結
核は無論、生活習慣病の予防啓発
や、海外の国々との交流支援を進
めるため、複十字シール募金活動も
大切と考えます。今後とも、「公益」
の団体として、「健康の輪」を大切に、
頑張って参りましょう。

東日本大震災
から早くも1年余
りが過ぎました。
被災地では、がれ
き処理をはじめ震
災からの復旧復興

が依然として進んでおらず、数多く
の方が避難生活を余儀なくされてい
ます。一日も早い復興を願ってやみ
ません。
さて、現在、世界中で年間約140
万人以上もの人が、結核により死亡
しています。一方、国内においては、
平成22年に約2万人以上の新たな
患者が発生し、特に70歳以上の高
齢者がこのうちの約半数を占めてい
るそうです。このように結核は決し
て過去の病気ではありません。
全国結核予防婦人団体連絡協議
会は、「結核予防は婦人の手で」を
スローガンに戦後まもなく全国各地
で誕生した結核予防「婦人会関係
団体の組織化を」との気運のもと、

昭和50年10月に結成され、昭和52
年には社団法人として認可されまし
た。この度、その公益性が認めら
れ公益社団法人として新たなスター
トを切りましたことは全国の会員に
とりましても誠に喜ばしいことであ
り、心よりお祝い申し上げます。
本会は、婦人の組織力と会員相

互の協力により結核及び生活習慣
病の予防を中心に全国の婦人団体
で組織された公益法人であり、会員
数約100万を擁する団体です。結核
予防関係婦人団体中央講習会をは
じめ、各地域の結核予防会と連携し
て結核予防の啓発活動、複十字シー
ル運動等の活動を行っています。
時代の変化とともに就労女性の増
加や地域共同体意識の低下、価値
観やニーズの多様化等により構成員
の高齢化や減少化をはじめとする課
題もありますが、公益法人化を契機
にして、全国の会員が力を合わせて
さらなる相互連携を行い、本会の諸
活動を通して組織の活性化が図ら
れ、今後益々、本会が発展しますこ
とを祈念申し上げます。

〈認定までの経過〉
平 成 23 年 1月
20日新公益法人
認定申請のための
協議機関として、
会長・副会長2名・

事務局長及び事務局で準備委員会
を立ち上げました。作業分担及びタ
イムスケジュールを作成し、平成23
年3月の総会にて「定款の変更の承
認」を得、公益法人協会に相談し
たり、関係書物を購入して準備委員
会を開催して準備を進めました。そ
して、平成23年8月24日に公益認

公益社団法人 全国結核予防婦人団体連絡協議会
理事・事務局長　山下　武子

公益社団法人 全国結核予防婦人団体連絡協議会
副会長　木下　幸子

公益社団法人 全国結核予防婦人団体連絡協議会
副会長　米窪　千加代
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定申請書を内閣府に提出する事が出
来ました。その後数回内閣府からの
指導を受けて平成24年2月23日認
定され3月1日付けで社団法人解散、
公益社団法人登記を済ませることが
できました。
〈公益目的事業について〉
国民の結核及び生活習慣病の予
防と健康増進のための教育、複十字
シール募金運動等の公衆衛生向上
の為の普及啓発活動を目的とする事
業です。
〈事業の主旨は〉
国民の健康増進と公衆衛生の向
上の為の普及啓発事業は、行政や
関係機関のみでは解決できない国民
病として恐れられた「結核」の蔓延
下で、「結核予防は婦人の手で」を
スローガンに昭和25年に誕生した
結核予防婦人会の自主的な活動に

原点があります。以後、この結核予
防婦人会の活動はたちまち全国に波
及し、全国組織として結核予防婦人
団体連絡協議会に結実し、通算60
年にわたり継続して参りました。
医療政策としての結核をはじめ、
今日的な「国民病」とも言うべき慢
性閉塞性肺疾患（COPD）等の呼吸
器疾患や生活習慣病予防等のため
の普及啓発については、医療機関
専門家はもとより国民の各層にあま
ねく浸透させる必要があります。当
協議会は公益財団法人結核予防会
と連携して、結核予防週間や世界結
核デー等における行事等を通じた広
報や教育に努め、各都道府県及び
市町村の結核対策支援等について
も従来通り事業として行って参りま
す。
具体的には、毎年持ち回りで各都

道府県と結核予防会共催のもとに開
催される結核予防全国大会を後援
し、各都道府県結核予防婦人会が
開催する講習会及び地区別講習会
を通じて、地区組織の育成支援を行
い、これら事業と結核のない世界を
目指した国際協力事業を円滑に推進
するための「複十字シール募金運動」
に積極的に協力し、結核対策の国際
協力視察ツアー、婦人の国際交流
等についても結核予防の普及啓発
事業の一環として引き続き行って参
ります。
特に重点目表として、①複十字

シール募金の強化、②婦人の国際
交流の実現をめざし、「結核のない
世界」に進んで行きたいと考えてお
ります。

平成24年度愛
知県地域婦人団
体連絡協議会会
長を務めさせてい
ただくことになり
ました。

日が経つにつれ、重責が身にしみ
て、押し潰されそうですが、皆さま
のお力をお借りしまして、任務を果
たすよう努力していきたいと思いま
す。
現在、世の中の風潮としまして、

昨年の大震災以来、地域の絆を強
める事が重要視されているように思

会長就任ご挨拶

愛知県地域婦人団体連絡協議会
会長　山田　久子

われます。同じ目的の為に地域住民
が共に行動する、経験を共有する事
により、心の絆、連帯感を強める事
が大切だと思います。
結核予防婦人団体に関して今ま

では余りにも無知だった私ですが、
少しずつ経験を積み重ねこの活動

の重要さも再認識しております。
複十字シール募金により、日本の

みならず、世界の結核をなくす一端
としてお力添えが出来るよう、微力
ですが地域の絆、連帯感を大切に
活動していきたいと思います。
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結核予防複十
字シール運動開始
に合わせて、例年
通り8月2日、三
村県知事を表敬
訪問しご協力をお

願い致しました。席上知事は、結核
が人類の健康を蝕む病になった時
代の背景を歴史的に考察し、3月11
日の大震災時の劣悪な生活環境で
結核患者が増加するのではないかと
憂慮するお言葉がありました。後日、
結核研究所長 石川先生からその微
侯は見えないと伺い、安堵しました。
9月23日には、街頭募金運動で複

十字シール運動と結核予防週間の
啓発に努めました。秋冷えのなか、

群馬県は、罹
患率11.0で全国
でも低い方から2
番目となっていま
すが、平成22年
の調べでは、前年

より50 〜 60歳代で6名増加し、新
結核患者は60歳以上が70%を占め
ています。
結核予防婦人会は地域婦人団体

連合会と表裏一体で活動していま

県民の健康を願って

結核のない県を目指して

わが婦人会活動

すが、これからの状況を視野に、結
核予防全国大会や幹部研修会に参
加し会員の研修を行うと共に地域に
合った活動を実施しております。
8月2日、全国で実施される複十

字シール運動の開始にあたって、県
健康福祉部長を表敬訪問し結核の
現状報告と協力方のお願いをしまし
た。県の女性26団体で組織する女

小雨まじりの街頭で、健診センター
の関係者と婦人会員総勢30名で4
カ所実施しましたが、厳しいもので
した。でも、県内では独自に地域の
行事に併せて実施している婦人会も
あるので幹部研修会では、各々の状
況を発表してもらいました。
震災地域、豪雪地域と自然災害

に怯やかされながらも、県民の健や
かな生活を願い、結核のない明るく
住みよい社会づくりに貢献したいと
微力を尽くしております。

性連協のフェスティバルにはパネル
展示や、複十字シールのグッズを配
り啓発活動を行っております。
会員全員に「複十字シール運動」

の趣旨をPRするため、カットバン
を配布し、募金活動を行っています。
これからも結核や胸部疾患をなくし
健康で幸せな社会を創るため活動
を続けて参りたいと思います。

青森県地域婦人団体連合会
会長　向井　麗子

群馬県地域婦人団体連合会
会長　関　マツ
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復興に向けて
復興に向けて新たな一歩を踏み出している

被災地の皆さまのご健康をお祈り申し上げます。

サービスを行ったり、託児所に子ど
もを預けて、気晴らしができる時間
を作ってあげたり、婦人会ならでは
のお手伝いが出来るのではないかと
考えています。女性が明るく元気で
いられれば、まぁるく治まる気がし
ます。
被災者のお気持ちに静かに耳を

傾け、実行可能なことから焦らず、
半歩ずつでも前に進んでいきたいと
思います。

東北の沿岸部
は、風光明媚な海
岸で、水産資源
が豊富で人々の生
活も安定し豊かで
した。

あの3月11日の大震災さえなかっ
たら。
巨大津波が大勢の方々の尊い命

を一瞬の中に奪い去り、九死に一生
を得た人々は国内外からのご支援を
いただきました。しかしながら、今
も仮設住宅で不自由な生活をなさっ
ています。
1年が過ぎても居住地も定まらず、
真っ黒い津波の渦に飲み込まれた
人々の姿が脳裡から離れず、夜も
眠れないと悩んでおられ、今なお、
心の傷は深く癒えてはいないよう	
です。
いまだにがれきの処理も進んでお

りません。活気に満ちた沿岸部は、	
見渡す限りの更地と化してしまいま
した。
しかし、宮城の各地域に住む人々
は、何とかして水産宮城として復旧
復興に努めています。その道のりは、
遠く長く険しいものと思いますが、
地域の人々が心を寄せ合い、強い絆
を結び合って一生懸命努力していま
すので、何卒変わらぬご支援をよろ
しくお願いいたします。

東日本大震災
から1年4カ月が
過ぎました。
全国の皆様方

から支援金や物
資をいただきまし

て、誠にありがとうございました。
復興元年の今年、どのような一歩

を踏み出せるのでしょうか。被災者
の皆さんはまず生活の糧、仕事をし
てお金を得ることが第一番だと思い
ます。仮設住宅は生活音が隣に聞こ
え、お年寄りは何もする事がなく、
外へも出ないし、小さな子どもを育
てている若いお母さんは、泣き声
が耳障りにならないように気を遣っ
ているようです。集会場でミニディ

岩手県地域婦人団体協議会
会長　及川　公子

宮婦連健康を守る母の会
会長　三浦　絢子



平成24年7月15日（10） 健　康　の　輪

　イラスト・カット募集
平成24年11月号（健康の輪No.106）に掲載するイラスト・カット

を募集致します。

花・動物・その他、何でも結構です。

締切は、平成24年9月7日（当会必着）です。

全国結核予防婦人団体連絡協議会事務局宛
〒101-0061	 東京都千代田区三崎町1-3-12
	 TEL：03-3292-9288

♪2012年　複十字シール♪

日本の四季 ～子供たちの一年～
平成24年度複十字シールの紹介

安野光雅（あんの　みつまさ）先生のデザ
インされた、今年の複十字シールは、子供た
ちの遊びや行事で日本の四季を表現していま
す。日本は移りゆく季節の年中行事を大切にし
てきました。どこか懐かしく感じられる作品だ
と思いませんか。複十字シールは、ハガキに

貼ったり、手紙の封印など、皆さまのアイディ
ア次第で何にでも使えます。複十字シールを
広め、是非ご活用ください。

公益財団法人結核予防会 事業部普及広報課




